






















ジウムの日本での再現版であり、詳細は本年度の年報をご参照いただきたい。また、平成一九年度東珂同文書院記念基金会の受賞者浅川氏の関係の文面と推薦者の一文を収録し 。浅川氏がテニスを通じて、中国の人々や指導者と交流し、交友関係を築いていったことが伝わってくる。そして、武井氏による当センター所蔵資料目録の継続分も収録した。最後に当センターの の一年間の活動記 と前述し 当センター施設の整備状況をお示ししたので、ご一覧いただければ以上の状況が伝わることと思う。
本年度も福岡（一
O
月）と弘前（七月）
での展示と講演会をはじめ、多くの諸事業、活動が目白押しであ
る。当センターの発展に今後とも御声援、御協力いただけたら幸いである。
二OO
八年三月二五日
愛知大学東回同文品川院大学記念センター長
藤田佳久
113 編集後記
